「삼풍백화점」 정이현（鄭梨賢）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2009.9.20　柳本圭子
· 作家について

1972年 ソウル生まれ

誠信女子大学政治外交科卒業後、同大学院に進学し女性学を専攻

ソウル芸術大学文芸創作科卒業

2002年　「낭만적 사랑과 사회」で　第1回「문학과사회」新人文学賞で受賞、登壇

2004年　短編「타인의 고독」で第5回　이효석文学賞を受賞
2006年 短編「삼풍백화점」で第51回　現代文学賞を受賞
「今日の若い芸術家賞」受賞
· 作品

　　小説集「낭만적 사랑과 사회」（2003）、「오늘의 거짓말」（2007）
　　長編小説「달콤한 나의 도시 」（2006）
　　エッセイ集「풍선」（2007）、「작별」（2007）　　

· 三豊百貨店について

　　1989年12月にソウル市瑞草区にオープンした地上5階、地下4階の超現代的な建物

　　1995年6月29日午後5時55分崩壊（死者・行方不明者501名、負傷者938名）
· 主な登場人物

私・・・33歳の女性。
友人R・・・Z女子高校の同級生。三豊百貨店２階の婦人服Qブランド売り場で働く。
両親・・・経済力があり教育熱心。娘を甘やかし気味。
大学の友人S、W、　証券会社新入社員のボーフレンド、映画会社の社長など
· 内容

　　百貨店崩壊事故当日の流れと、私の幼い頃から事故10年後までの大きな流れの中で　

　　Rとの思い出を中心に私の視点で描かれている。

＜大きな流れ＞
私は比較的裕福で教育熱心な両親のもとで育つ。幼稚園では遅刻の常習犯で平気で嘘もつくが、両親はあまり気にもとめない。特に父にとって自慢の娘だった私は文学的才能はあったが、数字には弱く左右の区別もなかなかできなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①

1990年初、大学時代は学校よりパゴダ語学院に熱心に通う。就職活動にも精を出すが、唯一合格しそうになった映画会社の誘いを断り後悔する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②

大学卒業を前に、友人と買い物に行った三豊百貨店で偶然Rと再会、初めて言葉を交わしポケベルの番号を教え合う。（私は都会人なので失礼のない行動をとった。）

私は就職が決まらず卒業式にも出なかったが、経済的に余裕のある両親はきつくとがめることはしなかった。申し訳なく思った私は米国在住の男性とお見合いをするが結局断る。

図書館で過ごすことに飽きた私は三豊百貨店に暇つぶしに行き、Rに連絡をして一緒に食事をし、Z女子高校の近くにあるRの家でコーヒーを飲む。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③

以来二人は急速に仲良くなりRの売り場やRの家で一緒に過ごすようになるが、私はRが渡してくれた鍵に負担を感じ、なぜ一人暮らしなのかや本棚の詩集についても礼儀上尋ねなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④

ある土曜日、Rの売り場でアルバイトをするが計算ミスでお客さんを怒らせてしまい、途中で帰宅。Rは必死で私をかばってくれる。

その後Rとは連絡を取り合わず、やがて私は就職、ボーイフレンドもできる。
⑤
事故の後、私は三豊百貨店の批判を載せた新聞社に抗議の電話をかける。ボーイフレンドとも別れ、会社も無断欠勤し解雇される。
事故から10年、私の机の一番下の引き出しにはまだ「小さくて不完全な鍵」が入っている。私はサイワールドの人探しのコーナーでRを探した。同姓同名同年齢の12人中の１人がRに似た娘の写真を載せており、私はその娘がRの娘であることを心から願った。

私は遠くに引っ越したが、2004年に百貨店の跡地に建った高級マンションの前を通ると今でも胸が痛むことがある。　

　　　　　　　　　　　
＜事故当日の流れ＞
　5：03 p.m.　百貨店の玄関を入る。エアコンの故障を告げられる。

①
　            Q売り場をのぞくがRの姿は見えない。


②
　　　　　　　地下1階でシマウマの模様の日記帳を買う。女店員たちが

　　　　　　　5階の天井の異常について噂をしているのを聞く。

③
　　　　　　　1階の公衆電話からRのポケベルにメッセージを送る。

④
　5：40 p.m.　暑さにぼやきながら1階のロビーを歩く。　　　　　
  5：43 p.m.　百貨店の玄関を出る。 

  5：48 p.m.　家に着く。





⑤
  5：53 p.m.　シマウマ模様の日記帳を開く。
  5：55 p.m.　百貨店が崩壊するドシーン！という音が聞こえる。

　　　　
· 私と三豊百貨店

Rにとっては5年も仕事をしている職場であったが、私にとっては家の近くにある、

ごく日常的に何気なく利用していた空間だった。ある日百貨店が突然崩壊し、私は非常に大きなショックを受けた。それまでRと仲良く過ごしながらも少し距離を置いていた私だったが、崩壊事故によりRが自分にとってどれだけ大切な存在だったかを知り、喪失感を味わった。
· 変わったもの、変わらないもの
　  반투명한 초록색 모토롤라 호출기  →  핸드폰
    아이러브스쿨               　　　→ 미니홈피               
    작고 불완전한 은색 열쇠
서태지 （정현철）　　
